
㈱吉田生物研究所 バイオ情報研究部門 

2. 標準型の操作 （07本泳動 蛋白質の分離） 

07070707    本本本本泳動泳動泳動泳動    蛋白質蛋白質蛋白質蛋白質のののの分離分離分離分離    

≪≪≪≪    ００００DDDD 泳動泳動泳動泳動    ≫≫≫≫    

0000 次元泳動次元泳動次元泳動次元泳動はははは１１１１次元泳動次元泳動次元泳動次元泳動にににに懸懸懸懸けるけるけるける試料蛋白質試料蛋白質試料蛋白質試料蛋白質ををををゲルゲルゲルゲル中中中中にににに泳動濃縮泳動濃縮泳動濃縮泳動濃縮させるためにさせるためにさせるためにさせるために行行行行われるわれるわれるわれる

がががが、、、、このこのこのこの濃縮濃縮濃縮濃縮のののの成否成否成否成否がががが結果結果結果結果にににに大大大大きくきくきくきく影響影響影響影響するするするする。。。。このこのこのこの 0000 次元泳動次元泳動次元泳動次元泳動でででで濃縮濃縮濃縮濃縮しないしないしないしないサンプルサンプルサンプルサンプルはははは脱脱脱脱

塩塩塩塩がががが不十分不十分不十分不十分なななな場合場合場合場合がががが多多多多いいいい。。。。    

    

手順手順手順手順１１１１    

上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー（（（（2D 10x EL buffer 10 ml, L2D 10x EL buffer 10 ml, L2D 10x EL buffer 10 ml, L2D 10x EL buffer 10 ml, L----cysteineHClHcysteineHClHcysteineHClHcysteineHClH22220 3.5 g, 10M urea 50 ml / 0 3.5 g, 10M urea 50 ml / 0 3.5 g, 10M urea 50 ml / 0 3.5 g, 10M urea 50 ml / 

final100 mlfinal100 mlfinal100 mlfinal100 ml））））とととと下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー（（（（0D 50x gel buffer 2 ml / final100 ml0D 50x gel buffer 2 ml / final100 ml0D 50x gel buffer 2 ml / final100 ml0D 50x gel buffer 2 ml / final100 ml））））をををを作成作成作成作成するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順２２２２    

0D0D0D0D ゲルゲルゲルゲル上上上上にににに残残残残っているっているっているっているプレランバッファープレランバッファープレランバッファープレランバッファーをををを十分十分十分十分にににに除去除去除去除去するするするする。。。。普通普通普通普通、、、、流流流流しでしでしでしでゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナ

をををを振振振振ってってってって落落落落としてからとしてからとしてからとしてから、、、、逆逆逆逆さにしてさにしてさにしてさにして、、、、ティッシュティッシュティッシュティッシュでていねいにでていねいにでていねいにでていねいに拭拭拭拭うううう。。。。    

    

手順手順手順手順３３３３    

下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽ににににバッファーバッファーバッファーバッファーをををを入入入入れれれれ、、、、ゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナをををを立立立立てるてるてるてる。。。。    

    

手順手順手順手順４４４４    

用意用意用意用意したしたしたした蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液ををををピペットマンピペットマンピペットマンピペットマンででででゲルゲルゲルゲル上上上上にににに載載載載せるせるせるせる。。。。上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファーををををピペットマンピペットマンピペットマンピペットマンかかかか

パスツールピペットパスツールピペットパスツールピペットパスツールピペットでででで蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液のののの上上上上にゆっくりにゆっくりにゆっくりにゆっくり載載載載せていくせていくせていくせていく。。。。このこのこのこの操作操作操作操作はとくにはとくにはとくにはとくに慎重慎重慎重慎重にににに行行行行

いいいい、、、、蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液蛋白水溶液のののの上面上面上面上面をををを乱乱乱乱さないようにさないようにさないようにさないように十分注意十分注意十分注意十分注意するするするする。。。。残残残残りのりのりのりのバッファーバッファーバッファーバッファーをををを上部上部上部上部バッファバッファバッファバッファ

ーーーー槽槽槽槽にににに入入入入れるれるれるれる。。。。    

    

手順手順手順手順５５５５    

100100100100 V CV  V CV  V CV  V CV でででで通電開始通電開始通電開始通電開始。。。。色素色素色素色素がががが濃縮濃縮濃縮濃縮されされされされ、、、、鋭鋭鋭鋭いいいいバンドバンドバンドバンドになってになってになってになってゲルゲルゲルゲル中中中中にににに泳動泳動泳動泳動していくしていくしていくしていく。。。。ゲゲゲゲ

ルルルルのののの上端上端上端上端からからからから５５５５ｍｍｍｍｍｍｍｍ程度泳動程度泳動程度泳動程度泳動したらしたらしたらしたら通電通電通電通電をををを止止止止めるめるめるめる。。。。これにこれにこれにこれに要要要要するするするする時間時間時間時間はははは普通普通普通普通５５５５分程度分程度分程度分程度だがだがだがだが、、、、

サンプルサンプルサンプルサンプルによってよりによってよりによってよりによってより長長長長くなるくなるくなるくなる場合場合場合場合があるがあるがあるがある。。。。    

    

手順手順手順手順６６６６    

上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファーをををを捨捨捨捨てててて、、、、ゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナのののの下下下下からからからからシリンジシリンジシリンジシリンジででででゲルゲルゲルゲルとととと器壁器壁器壁器壁のののの間間間間にににに水水水水をををを注入注入注入注入してしてしてして

ゲルゲルゲルゲルをををを剥離剥離剥離剥離させるさせるさせるさせる。。。。たいていのたいていのたいていのたいていの場合左右両側面場合左右両側面場合左右両側面場合左右両側面にににに注入注入注入注入するとするとするとするとゲルゲルゲルゲルがががが外外外外れるれるれるれる。。。。    

    

手順手順手順手順７７７７    

下敷下敷下敷下敷きのきのきのきの上上上上ににににポリシートポリシートポリシートポリシート（（（（ポリポリポリポリ袋袋袋袋でもよいでもよいでもよいでもよい））））をををを敷敷敷敷いておきいておきいておきいておき、、、、そのそのそのその上上上上にににに４４４４本本本本ののののゲルゲルゲルゲルをををを順順順順にににに並並並並

べるべるべるべる。。。。色素色素色素色素ののののバンドバンドバンドバンドがががが完全完全完全完全にににに収容収容収容収容されるようにされるようにされるようにされるように、、、、カッターカッターカッターカッターでででで色色色色素素素素ののののバンドバンドバンドバンドのののの下下下下ででででゲルゲルゲルゲルをををを切切切切

るとるとるとると、、、、10 mm10 mm10 mm10 mm 未満未満未満未満のののの sample gelsample gelsample gelsample gel ができるができるができるができる。。。。    

    



㈱吉田生物研究所 バイオ情報研究部門 

2. 標準型の操作 （07本泳動 蛋白質の分離） 

≪≪≪≪    １１１１DDDD 泳動泳動泳動泳動    ≫≫≫≫    

プレランプレランプレランプレランがががが終終終終わったわったわったわった１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルはははは全長全長全長全長がががが pH 8.6pH 8.6pH 8.6pH 8.6 になっているになっているになっているになっている。。。。蛋白分子蛋白分子蛋白分子蛋白分子はははは pH 8.6pH 8.6pH 8.6pH 8.6 におけにおけにおけにおけ

るるるるネットチャージネットチャージネットチャージネットチャージをををを駆動力駆動力駆動力駆動力にしてにしてにしてにして等速等速等速等速にににに泳動泳動泳動泳動しししし、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの泳動速度泳動速度泳動速度泳動速度のののの違違違違いでいでいでいで分離分離分離分離していしていしていしてい

くくくく。。。。7% acrylamide7% acrylamide7% acrylamide7% acrylamide なのでなのでなのでなのでゲルゲルゲルゲルのののの分子篩効果分子篩効果分子篩効果分子篩効果はははは小小小小さいさいさいさい。。。。    

    

手順手順手順手順１１１１    

プレランプレランプレランプレランのののの場合場合場合場合とまったくとまったくとまったくとまったく同同同同じじじじ組成組成組成組成のののの１１１１次元次元次元次元バッファーバッファーバッファーバッファーをををを作成作成作成作成するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順２２２２    

２２２２個個個個ののののＷＷＷＷクリップクリップクリップクリップをはずしをはずしをはずしをはずし、、、、sample gel window sample gel window sample gel window sample gel window をををを開開開開くとくとくとくと、、、、１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルがががが 15 mm 15 mm 15 mm 15 mm 程露出程露出程露出程露出

するするするする。。。。sample gelsample gelsample gelsample gel をををを色素色素色素色素ののののバンドバンドバンドバンドがががが下下下下になるようにになるようにになるようにになるように、、、、露出露出露出露出したしたしたした１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルにににに沿沿沿沿わせてわせてわせてわせて置置置置きききき、、、、

sample gel sample gel sample gel sample gel のののの長長長長さにさにさにさに合合合合わせてわせてわせてわせて１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルををををカッタースパーテルカッタースパーテルカッタースパーテルカッタースパーテルでででで切除切除切除切除するするするする。。。。sample gel sample gel sample gel sample gel よよよよ

りごくわずかにりごくわずかにりごくわずかにりごくわずかに長長長長くくくく切除切除切除切除するのがこつするのがこつするのがこつするのがこつ。。。。切除切除切除切除してできたしてできたしてできたしてできたスペーススペーススペーススペースにににに、、、、APSAPSAPSAPSをををを加加加加えないえないえないえない 1D gel 1D gel 1D gel 1D gel 

solution solution solution solution をををを少量滴下少量滴下少量滴下少量滴下したしたしたした後後後後 sample gel sample gel sample gel sample gel をををを嵌嵌嵌嵌めるめるめるめる。。。。このときこのときこのときこのとき気泡気泡気泡気泡をををを残残残残さないようにさないようにさないようにさないように慎重慎重慎重慎重にににに、、、、

１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルとととと sample gelsample gelsample gelsample gel とをとをとをとを密着密着密着密着させるさせるさせるさせる。。。。APSAPSAPSAPS をををを加加加加えてえてえてえてゲルゲルゲルゲル化化化化できるようにしたできるようにしたできるようにしたできるようにした 1D gel 1D gel 1D gel 1D gel 

solution solution solution solution をををを、、、、４４４４個個個個のののの sample gel sample gel sample gel sample gel をををを覆覆覆覆うようにうようにうようにうように加加加加えるえるえるえる。。。。sample gel window sample gel window sample gel window sample gel window をををを閉閉閉閉じじじじ、、、、片手片手片手片手

でしっかりでしっかりでしっかりでしっかり押押押押さえながらもうさえながらもうさえながらもうさえながらもう一方一方一方一方のののの手手手手ででででＷＷＷＷクリップクリップクリップクリップをををを止止止止めるめるめるめる。。。。このときこのときこのときこのときゲルゲルゲルゲルのののの狭間狭間狭間狭間にににに気泡気泡気泡気泡

をををを残残残残さないようさないようさないようさないよう注意注意注意注意するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順３３３３    

そのそのそのそのゲルゲルゲルゲル化化化化がががが終終終終わったらわったらわったらわったらゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナをををを下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽にににに立立立立てててて、、、、上下上下上下上下ののののバッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽にににに

バッファーバッファーバッファーバッファーをををを加加加加えるえるえるえる。。。。下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽にふたをしにふたをしにふたをしにふたをし、、、、ゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナのののの背後背後背後背後からからからからファンファンファンファンでででで風風風風

冷冷冷冷するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順４４４４    

170 V CV 170 V CV 170 V CV 170 V CV でででで通電開始通電開始通電開始通電開始。。。。acridine orange (AO)acridine orange (AO)acridine orange (AO)acridine orange (AO)ののののバンドバンドバンドバンドがががが下方下方下方下方（（（（マイナスマイナスマイナスマイナス極方向極方向極方向極方向））））にににに向向向向かっかっかっかっ

てててて泳動泳動泳動泳動していくしていくしていくしていく。。。。これをこれをこれをこれを追追追追ってってってって塩基性蛋白塩基性蛋白塩基性蛋白塩基性蛋白がががが下方下方下方下方へへへへ、、、、中性中性中性中性～～～～酸性蛋白酸性蛋白酸性蛋白酸性蛋白はははは逆逆逆逆にににに上方上方上方上方へへへへ泳動泳動泳動泳動しししし

ていくていくていくていく。。。。もちろんこれはもちろんこれはもちろんこれはもちろんこれは見見見見えないえないえないえない。。。。通電時間通電時間通電時間通電時間はははは通常通常通常通常１０１０１０１０時間時間時間時間くらいだがくらいだがくらいだがくらいだが、、、、分析分析分析分析しようとすしようとすしようとすしようとす

るるるる蛋白質蛋白質蛋白質蛋白質がががが全全全全ててててゲルゲルゲルゲル上上上上にとどまりにとどまりにとどまりにとどまり、、、、かつできるだけかつできるだけかつできるだけかつできるだけゲルゲルゲルゲル画面画面画面画面をををを大大大大きくきくきくきく使使使使えるようにえるようにえるようにえるように適正適正適正適正にににに

設定設定設定設定するするするする。。。。目安目安目安目安としてとしてとしてとして大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌のののの最最最最もももも速速速速いいいい塩基性蛋白塩基性蛋白塩基性蛋白塩基性蛋白（（（（リボソームリボソームリボソームリボソーム蛋白蛋白蛋白蛋白 L34L34L34L34））））はははは AOAOAOAO のののの 70%70%70%70%

位位位位のののの速度速度速度速度でででで泳動泳動泳動泳動するするするする。。。。またまたまたまた最最最最もももも速速速速いいいい酸性蛋白酸性蛋白酸性蛋白酸性蛋白のののの泳動速度泳動速度泳動速度泳動速度はははは L34L34L34L34 のののの 50%50%50%50%位位位位であるであるであるである。。。。    

    

手順手順手順手順５５５５    

通電通電通電通電がががが終終終終わるとわるとわるとわるとゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナからからからから上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽をををを外外外外しししし、、、、次次次次いでいでいでいでゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナののののカバーカバーカバーカバー

をををを外外外外すすすす。。。。１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの samsamsamsample gelple gelple gelple gel よりよりよりより下下下下のののの塩基性部分塩基性部分塩基性部分塩基性部分はははは 10.5 cm10.5 cm10.5 cm10.5 cm、、、、上上上上のののの酸性部分酸性部分酸性部分酸性部分はははは 5.5 cm5.5 cm5.5 cm5.5 cm

をををを採用採用採用採用しししし、、、、両端両端両端両端のののの余剰部分余剰部分余剰部分余剰部分ははははカッタースパーテルカッタースパーテルカッタースパーテルカッタースパーテルでででで切除切除切除切除するするするする。。。。2D2D2D2D 泳動泳動泳動泳動のののの前前前前にににに、、、、右右右右からからからから 10.5 10.5 10.5 10.5 

cmcmcmcm、、、、sample gelsample gelsample gelsample gel、、、、5.5 cm5.5 cm5.5 cm5.5 cmのののの順順順順にににに２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲル上上上上にににに横横横横たえるたえるたえるたえる。。。。    

    



㈱吉田生物研究所 バイオ情報研究部門 

2. 標準型の操作 （07本泳動 蛋白質の分離） 

≪≪≪≪    ２２２２DDDD 泳動泳動泳動泳動    ≫≫≫≫    

プレランプレランプレランプレランがががが終終終終わったわったわったわった２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルはははは全長全長全長全長がががが pH 3.6pH 3.6pH 3.6pH 3.6 になっているになっているになっているになっている。。。。蛋白分子蛋白分子蛋白分子蛋白分子はははは pH 3.6pH 3.6pH 3.6pH 3.6 におけにおけにおけにおけ

るるるるネットチャージネットチャージネットチャージネットチャージをををを駆動力駆動力駆動力駆動力にしてにしてにしてにして泳動泳動泳動泳動するがするがするがするが、、、、16% acrylamide16% acrylamide16% acrylamide16% acrylamide によるによるによるによる分子篩効果分子篩効果分子篩効果分子篩効果ととととネットネットネットネット

チャージチャージチャージチャージがががが泳動速度泳動速度泳動速度泳動速度をををを決定決定決定決定するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順１１１１    

上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー（（（（2D 10x 2D 10x 2D 10x 2D 10x EL buffer 40 ml, LEL buffer 40 ml, LEL buffer 40 ml, LEL buffer 40 ml, L----cysteineHClHcysteineHClHcysteineHClHcysteineHClH22220 14 g, 10M urea 280 ml / 0 14 g, 10M urea 280 ml / 0 14 g, 10M urea 280 ml / 0 14 g, 10M urea 280 ml / 

final 400 mlfinal 400 mlfinal 400 mlfinal 400 ml））））とととと下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー（（（（2D 10x EL buffer 40 ml, concHCl 1 ml / final 400 ml2D 10x EL buffer 40 ml, concHCl 1 ml / final 400 ml2D 10x EL buffer 40 ml, concHCl 1 ml / final 400 ml2D 10x EL buffer 40 ml, concHCl 1 ml / final 400 ml））））

をををを作成作成作成作成するするするする。。。。    

    

手順手順手順手順２２２２    

プレランバッファープレランバッファープレランバッファープレランバッファーをををを捨捨捨捨てたてたてたてた後後後後、Ｌ、Ｌ、Ｌ、Ｌ型型型型スパーテルスパーテルスパーテルスパーテルでででで２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの両端両端両端両端にににに残残残残るるるる余剰余剰余剰余剰ののののゲルゲルゲルゲルをををを

切除切除切除切除しておくしておくしておくしておく。。。。スパーテルスパーテルスパーテルスパーテルをををを使使使使ってってってって他他他他のののの部分部分部分部分のののの掃除掃除掃除掃除をするをするをするをする。。。。    

    

手順手順手順手順２２２２    

２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの上上上上にはにはにはには１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルをををを横横横横たえるためのたえるためのたえるためのたえるための高高高高ささささ５５５５ｍｍｍｍｍｍｍｍののののスペーススペーススペーススペースがあるがあるがあるがある。。。。ここにここにここにここに

APSAPSAPSAPS をををを加加加加えたえたえたえた Contacting gel solutionContacting gel solutionContacting gel solutionContacting gel solution をををを少量滴下少量滴下少量滴下少量滴下したしたしたした後後後後、、、、両手両手両手両手にににに２２２２本本本本ののののスパーテルスパーテルスパーテルスパーテルをををを操操操操っっっっ

てててて、、、、用意用意用意用意したしたしたした１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルをををを右右右右からからからから 10.5 cm10.5 cm10.5 cm10.5 cm、、、、sample gelsample gelsample gelsample gel、、、、5.5 cm5.5 cm5.5 cm5.5 cm のののの順順順順でででで横横横横たえていくたえていくたえていくたえていく。。。。１１１１，，，，

２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの間間間間にににに気泡気泡気泡気泡をををを残残残残さないようさないようさないようさないよう注意注意注意注意するするするする。。。。Contacting gel solutionContacting gel solutionContacting gel solutionContacting gel solutionののののゲルゲルゲルゲル化化化化とのとのとのとの競競競競

争争争争になるからになるからになるからになるから、、、、加加加加えるえるえるえる APSAPSAPSAPS のののの量量量量をををを適正適正適正適正にするにするにするにする。。。。これをこれをこれをこれを４４４４回繰回繰回繰回繰りりりり返返返返すすすす。。。。ゲルゲルゲルゲル化化化化するとするとするとすると１１１１，，，，２２２２

次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルはははは柔柔柔柔らかくらかくらかくらかく接着接着接着接着されるされるされるされる。。。。    

    

手順手順手順手順３３３３    

接着接着接着接着がががが終終終終わるとわるとわるとわると、、、、上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽のののの手前側手前側手前側手前側とととと奥側奥側奥側奥側のののの両方両方両方両方からからからから静静静静かにかにかにかに上部上部上部上部バッファバッファバッファバッファーーーーをををを注注注注

ぎぎぎぎ、、、、１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルがががが濡濡濡濡れるれるれるれる程度程度程度程度のところでのところでのところでのところで一時止一時止一時止一時止めるめるめるめる。。。。１１１１枚枚枚枚ののののナイロンネットナイロンネットナイロンネットナイロンネットがががが４４４４本本本本のののの１１１１次次次次

元元元元ゲルゲルゲルゲルにににに覆覆覆覆いいいい被被被被さるようにさるようにさるようにさるように広広広広げるげるげるげる。。。。ゲルゲルゲルゲルととととゲルゲルゲルゲルのののの間間間間にににに溝溝溝溝がががが５５５５本設本設本設本設けられているからけられているからけられているからけられているから、、、、このこのこのこの

溝溝溝溝にににに wedgewedgewedgewedge をしっかりをしっかりをしっかりをしっかり嵌嵌嵌嵌めていくめていくめていくめていく。。。。こうしてこうしてこうしてこうして１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルはははは強強強強くくくく張張張張られたられたられたられたナイロンネットナイロンネットナイロンネットナイロンネットにににに

よってよってよってよって２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルにににに強強強強くくくく圧着圧着圧着圧着されるされるされるされる。。。。残残残残りのりのりのりの上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファーをををを加加加加えるえるえるえる。。。。次次次次いでいでいでいで下部下部下部下部バッフバッフバッフバッフ

ァーァーァーァーをををを注注注注ぐぐぐぐ。。。。    

    

手順手順手順手順４４４４    

下部下部下部下部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽ののののゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナがががが座座座座っているっているっているっている部分以外部分以外部分以外部分以外のののの空空空空いたいたいたいた部分部分部分部分をををを細長細長細長細長いふたでいふたでいふたでいふたで覆覆覆覆うううう。。。。

はたがねのはたがねのはたがねのはたがねの下下下下にににに差差差差しししし込込込込めばよいめばよいめばよいめばよい。。。。上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽にもふたをするにもふたをするにもふたをするにもふたをする。。。。風風風風であふられなであふられなであふられなであふられないよいよいよいよ

うにうにうにうに重石重石重石重石をををを置置置置くくくく。。。。ファンファンファンファンでででで４４４４枚枚枚枚のののの２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの間間間間のののの隙間隙間隙間隙間にににに送風送風送風送風するするするする。。。。このこのこのこの送風送風送風送風をををを怠怠怠怠るとるとるとるとジジジジ

ュールュールュールュール熱熱熱熱でででで２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルにににに亀裂亀裂亀裂亀裂がががが生生生生ずるずるずるずる。。。。    

    

手順手順手順手順５５５５    

100 V CV 100 V CV 100 V CV 100 V CV でででで通電通電通電通電するするするする。。。。通電時間通電時間通電時間通電時間はそれぞれのはそれぞれのはそれぞれのはそれぞれの目的目的目的目的にににに応応応応じてじてじてじて適正適正適正適正にににに設定設定設定設定するするするする。。。。フロントマフロントマフロントマフロントマ

ーカーーカーーカーーカーのののの pyronineYpyronineYpyronineYpyronineY ががががゲルゲルゲルゲル下端下端下端下端をををを通過通過通過通過しししし終終終終わったわったわったわった時点時点時点時点でででで終了終了終了終了すればすればすればすれば、、、、どんなどんなどんなどんな蛋白質蛋白質蛋白質蛋白質ももももゲルゲルゲルゲル
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上上上上にににに収容収容収容収容できるできるできるできる。。。。スポットパターンスポットパターンスポットパターンスポットパターンをををを２２２２次元方向次元方向次元方向次元方向にににに拡大拡大拡大拡大したいときはしたいときはしたいときはしたいときは時間時間時間時間をををを延長延長延長延長すればよすればよすればよすればよ

いいいい。。。。    

    

手順手順手順手順６６６６    

通電通電通電通電がががが終終終終わるとわるとわるとわると、、、、流流流流しにしにしにしに装置装置装置装置をををを移移移移すすすす。。。。バッファーバッファーバッファーバッファーをををを捨捨捨捨てててて、、、、装置装置装置装置をををを解解解解いていくいていくいていくいていく。。。。まずまずまずまずラジオラジオラジオラジオ

ペンチペンチペンチペンチをををを使使使使ってってってって wedgewedgewedgewedge をはをはをはをはずすずすずすずす。。。。ナイロンネットナイロンネットナイロンネットナイロンネットもはずれるもはずれるもはずれるもはずれる。。。。次次次次いでいでいでいで上部上部上部上部バッファーバッファーバッファーバッファー槽槽槽槽をををを

はずすはずすはずすはずす。。。。さらにはたがねをさらにはたがねをさらにはたがねをさらにはたがねを解解解解くとくとくとくと、、、、ゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナだけになるだけになるだけになるだけになる。。。。強強強強くくくく接着接着接着接着しているしているしているしているゲルコンゲルコンゲルコンゲルコン

テナテナテナテナからからからからゲルゲルゲルゲルをををを剥離剥離剥離剥離させるためにさせるためにさせるためにさせるために、、、、１１１１次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの端端端端にににに浅浅浅浅くくくくスパーテルスパーテルスパーテルスパーテルをををを差差差差しししし込込込込みみみみ、、、、こじるこじるこじるこじる。。。。

これをこれをこれをこれを４４４４枚繰枚繰枚繰枚繰りりりり返返返返すすすす。。。。次次次次にににに１１１１枚目枚目枚目枚目ののののゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナをををを外外外外しししし、、、、２２２２次元次元次元次元ゲルゲルゲルゲルのののの左右左右左右左右どちらかのどちらかのどちらかのどちらかの端端端端

にににに水道水水道水水道水水道水をををを弱弱弱弱くくくく垂垂垂垂らしながららしながららしながららしながら２２２２枚目枚目枚目枚目ののののゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナゲルコンテナととととゲルゲルゲルゲルのののの間間間間ににににスパーテルスパーテルスパーテルスパーテルをををを差差差差しししし込込込込みみみみ、、、、

慎重慎重慎重慎重にそのにそのにそのにその橋橋橋橋からからからからゲルゲルゲルゲルをををを剥離剥離剥離剥離させていくさせていくさせていくさせていく。。。。外外外外れたれたれたれたゲルゲルゲルゲルをををを手袋手袋手袋手袋したしたしたした片手片手片手片手でででで持持持持ちちちち、、、、染色液染色液染色液染色液ののののババババ

ットットットットにににに沈沈沈沈めるめるめるめる。。。。同様同様同様同様にににに他他他他のののの３３３３枚枚枚枚ののののゲルゲルゲルゲルももももプラスチックプラスチックプラスチックプラスチック網網網網をををを間間間間にはさみながらにはさみながらにはさみながらにはさみながら染色液染色液染色液染色液にににに移移移移すすすす。。。。    

 


